
 園内研修支援事業  幼保支援課  

事業概要

　
　教育・保育の質の向上を図ることを目的とした保育を見合っての園内研修が全て

の園で実施されておらず、アドバイザー等の外部講師招聘による研修が実施されて

いる園も６割程度である。また保育所・幼稚園等に勤務する保育者の約半数を占め

る会計年度任用職員等の資質の向上も重要である。そのため、アドバイザー等が

直接園に出向き、保育実践に基づいた支援等を行う等、より組織的な体制のもと、

保育者のさらなる資質の向上を図っていく必要がある。

現状・課題

実施内容

　教育・保育のさらなる質の向上を図ることにより、

一人一人の子どもの「生きる力」の基礎を育む。

　自主的な園内研修がさらに組織的・計画的に行われるよう、幼保支援アドバイザー

や、幼保支援課指導主事等を派遣し、保育所・幼稚園等が実施する園内研修等の支援

を行う。県内のどこにいても保育所保育指針や幼稚園教育要領等に沿った質の高い教

育・保育が受けられる環境の実現を目指して、各園が行う園内研修の取組を支援する。

■公開保育・研究協議を通した保育の改善・充実
■幼稚園教育要領・保育所保育指針等改訂（Ｈ30年度）に沿った振り
  返りと保育内容の充実
■「高知県教育・保育の質向上ガイドライン」（自己課題発見シート

　等）に基づく保育の振り返り
■子ども理解に基づいた環境構成や援助の在り方
■カリキュラム･マネジメント（全体的な計画・教育課程の編成、指
　導計画の作成及び評価・改善等）
■園評価の実施・改善・充実（園評価計画・評価指標等の作成）

■特別支援教育・保育　■運動遊び　
■ドキュメンテーション　　など

園内研修の内容 園内研修の方法

多様な手法等を活用した研修支援

◆研究協議の実施（キャリアアップ研修 実践研修等）
　・公開保育の振り返り
　 （付箋を用いたグループ協議、写真や映像の活用等）　　
◆テーマや課題に応じた学習会など
  「高知県教育・保育の質向上ガイドライン（改訂版）」

　「指導計画・園内研修の手引き（改訂版）」

　「保育所・幼稚園等における園評価の手引き」

　「架け橋プログラム実践ガイドブック」

　「特別支援教育・保育に関するガイドブック」

　「スマイル～輝くえがお～」等の活用

◆職員が一人でも多く参加できる時間設定の工夫　など

園の研究テーマや課題に基づいた研修支援

研修機会の確保

○ 幼稚園教育要領・保育所保育指針等に基づく教育・
     保育についての理解が深まるとともに、組織的・計画的で
　　自主的な園内研修が実施されるようになる。

    【目標数値】　  教育・保育の質の向上に関する園内研修
　　　　　　　　　　　（外部から講師等を招聘して行うもの）を

　　　　　　　　　　　実施している園の割合70％以上

     R８当初：13,442千円（一）4,974千円
   （ R７当初：13,867千円（一）6,928千円)

事業目標


